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本日の内容

１ 日常の健康観察
・アンケート集計結果

２ 健康観察のポイント
・保育所ガイドラインより

３ 感染拡大の早期発見のために
・健康観察結果の集計方法

（症状毎に集計する、クラス別/学年別/園全体で有症状者数の推移を確認）

・学校等欠席者情報収集システムの案内



アンケート集計結果
計54施設から回答を得ました

日頃の園児の健康観察（保護者への確認事項）

体調不良の有無 52

具体的な症状（発熱、腹痛、下痢、嘔吐など） 52

受診状況・結果 48

その他

・家族の状況確認
・薬の服用について
・緊急連絡先
・病欠後の確認
・食欲やいつもの状態確認



園児の健康観察の結果
→個々の記録表
　へ記載

→クラス毎の
　日誌等へ記載

→園全体の日誌等
　へ記載

はい 41 42 36

いいえ 13 12 18

記録している項目

欠席（早退）状況 37 39 31

欠席（早退）理由 36 36 29

具体的な症状（発熱、腹痛、下痢、嘔吐など） 38 36 29

受診状況・結果・疾患名 31 38 31

その他 ・降園時間 ・出席停止の疾患の状況

記録を確認する職員

園長 22 26 25

看護師 4 5 7

主任保育士 24 25 21

担任保育士 30 29 21

その他
・全保育士
・早番・遅番保育士
・総務課職員

・全保育士
・担当保育士
・総務課職員
・事務長

・全保育士
・当番保育士
・総務課職員
・調理師、栄養士



感染症や胃腸炎症状がある園児が増加している場合に、気付くことができる仕組み

症状ごとに体調不良者を毎日集計し増減をチェックしている 31

疾患名ごとに罹患者を毎日集計し増減をチェックしている 38

同一の疾患の園児が増えていると知らせてくれるシステムあり 17

同一の症状の園児が増えていると知らせてくれるシステムあり 15

学校等欠席者情報収集システムについて

導入している 21

知っているが導入していない 18

知らない 11

未回答 4



保育所における健康観察の意義

一人一人の健康管理 集団生活における感染予防

子どもの病気の早期発見と迅速な対応

本人の体調管理 周りの人への感染拡大予防

子ども一人一人の体調変化に早く気付き適切に対応

→病気の重症化や合併症を防ぐことに繋がる



保育所における感染症対策ガイドライン
厚生労働省

 （2021(令和 3)年 8 月一部改訂）



③見逃してはいけない症状（赤字：緊急性が高い）
・意識レベルの低下（ぐったりしている）

・痙攣している（特に初めての場合）
・いつもと比べて活気がない
・頻脈（または徐脈）
・呼吸数の増加
・酸素飽和濃度95％以下
・発熱（37.5℃以上）
・発汗
・嘔吐（吐き気）
・下痢（大量の下痢が頻回）
・腹痛

・咳や喀痰の増加
・鼻水
・咽頭痛
・寝汗
・皮膚の発疹・発赤・腫脹
・摂食不良
・体重減少
・頭痛
・顔色・唇の色が悪い（チアノーゼ）
・吐血・下血

嘱託医・看護師へ症状を報告し、指示を受ける

・往診し処方か医療機関受診か（救急車か） ・家族への説明と希望の確認（日頃からの連携が大切）
・施設で看取る体制は可能か ・報告および連絡方法 ・普段の様子と変化が分かる記録の確認

確認ポイント

2024.7 保健所開催 高齢者施設向け研修会（大塚ICN資料より抜粋）



ブリストルスケールによる便の性状分類｜消化・吸収のメカニズム｜排便のメカニズム｜排便ケア｜排泄ケア 
実践編- 排泄ケアナビ | ユニ・チャーム (carenavi.jp)

https://www.carenavi.jp/ja/jissen/ben_care/shouka/shouka_03.html

硬便

軟便

普通便

https://www.carenavi.jp/ja/jissen/ben_care/shouka/shouka_03.html
https://www.carenavi.jp/ja/jissen/ben_care/shouka/shouka_03.html


記録の重要性

感染予防や拡大防止の対策を迅速に講じるため

→子どもの体調や症状及びその変化等を的確に記録し、
感染発生状況を把握することが重要

感染症発生時の報告

感染症
発生

嘱託医へ
相談

関係機関
へ報告

保護者
への

情報提供



罹患した子どもが登園する際の対応

保育所は、乳幼児が長時間にわたり集団で生活する環境

→周囲への感染拡大を防止することが重要

医師の判断

・子どもの病状が回復
・保育所における集団生活に支障がない

保護者を通じて確認

登園を再開

診察に当たった医師が医学的知見に基づいて行う



発熱時の対応



ウイルス性胃腸炎（ノロウイルス感染症）



地域の感染症発生動向

https://www.pref.tochigi.lg.jp/e60/tidctop.html



地域の感染症発生動向

https://www.pref.tochigi.lg.jp/e60/tidctop.html



早期発見をするために
事例１）初発事例から13日後 累積39名の時点で保健所に報告

計48名の発生

・個々、クラス単位、施設全体の記録を確認し、発生動向を把握し
情報を共有する

・学校等欠席者情報収集システムなど、同一疾患・同一症状の増加に
気付ける仕組みの導入

このタイミングで連絡欲しい！

累積10名
到達日



学校等欠席者情報収集システム



学校等欠席者情報収集システム



感染拡大を防止するために

事例２）初発事例から11日後 累積18名の時点で保健所に報告
計45名の発生

・施設内の消毒を適切に行う

・おむつ交換など、感染リスクのある行為の際は、適切な個人防護具を
装着する

・家庭での二次感染対策→園への持ち込みを防ぐため、家庭での感染対策
にも協力をお願いする（感染対策の情報提供）

同じ色の☆は、家族・兄弟等

このタイミングで
連絡欲しい！

累積10名到達日



集団感染症対策（まとめ）

日頃の健康観察を適切に行う

健康観察の結果を確認する体制の整備（特に管理者）

健康観察結果を確認した上での早期発見

迅速な報告・連絡体制

「施設内での対策」「家庭での対策」を両輪で行う
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